
発行所／愛媛県町村会・愛媛県町村議会議長会
　　　　〒790-0001 松山市一番町4丁目1番地2
　　　　ＴＥＬ  089-941-7598（代表）
　　　　ＦＡＸ  089-945-1318

町会報 ２０１６

１２
Vol.93

要望しました  ……………………………………………………２～４
随想　農林水産省研究企画課　保科絢子  ………………５
町の伝統行事  ……………………………………………………６～７
一　筆  ………………………………………………………………………８
12月の行事   ……………………………………………………………８
編集後記 ……………………………………………………………………８

Contents
　平成28年に₆月に落成した「松前町ホッケー公園ホッ
ケー場」は、日本ホッケー協会公認の人工芝の競技場で
す。平成29年に行われる「えひめ国体」では、少年男女
の試合が行われることとなっています。ピッチの色は、
オリンピックでも使用されている「青色」です。ここか
ら、未来のオリンピック選手が羽ばたいていくのかもし
れません。

松前町﹁松前町ホッケー公園ホッケー場﹂
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今年１年間こんな要望を行いました
　愛媛県町村会では、町の発展や直面する諸問題を解決するため、この１年にさまざまな要望を関係
者に提出しました。

●聖カタリナ大学看護学科の設置に関する要望
　
　地方の看護師不足が深刻化するこんにち、県内各町でも病院における看護師の確保に苦慮しており、その対応に各自治体は苦慮している。
　こうした状況にあって、聖カタリナ学園が看護学科を開設し、安定的な看護師を養成しようと聞き及んだ本会では、当該学科が設
置されれば県内各町の看護師不足の解消するものと大いに期待し、同学園及び文部科学省に、その設置を強く要望した。

看護学科の設置に関する要望書
　時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素から愛媛県内自治体の業務各般に格別のご理解とご協力を賜っておりますことに心からお礼申し上げます。
　また、貴学園には、大学を開設されて以来30年の永きにわたり、優れた教育・研究を実践され、福祉、介護、保育等の専門職とし
て数多くの人材を輩出されてこられましたことに心から敬意を表します。
　さて、こんにち、地方の看護師不足が深刻化し、県内各町でも各病院において看護師の確保に苦慮しており、自治体に対して看護
師確保に向けての協力が求められております。
　さらに、2025年には団塊の世代が後期高齢者となることから、今後、ますます医療・介護に関する需要が高まると予想され、この
ためには看護師を中心とした専門職の確保が必要不可欠です。
　このような状況下にあって、今般、貴学園が看護学科を開設し、安定的な看護師を養成しようと検討されていると聞き及びました。
　愛媛県町村会としては、当該学科が設置されれば、若者の新たな受け皿として更なる活気をもたらすとともに、県内各町の看護師
不足の解消に寄与するものと大いに期待しております。
　つきましては、貴学園に看護学科が設置されることを切に要望いたしますので、格別のご高配を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ながら、貴学園のますますのご発展を祈念いたします。
　　平成28年１月29日
	 　　　　　　　　　　　　　愛媛県町村会長　　上　村　俊　之　

聖カタリナ大学看護学科の設置に関する要望書
　時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素から愛媛県内自治体の業務各般に格別のご理解とご協力を賜っておりますことに心からお礼申し上げます。
　さて、こんにち、地方の看護師不足が深刻化し、愛媛県内の各町でも各病院において看護師の確保に苦慮しており、自治体に対し
て看護師確保に向けての協力が求められております。
　さらに、2025年には団塊の世代が後期高齢者となることから、今後、ますます医療・介護に関する需要が高まると予想され、この
ためには看護師を中心とした専門職の確保が必要不可欠です。
　このような状況下にあって、本県の聖カタリナ大学においては、看護学科を開設し、安定的な看護師を養成しようと検討されてい
ると聞き及んでおります。
　愛媛県町村会としては、当該学科が設置されれば、若者の新たな受け皿として更なる活気をもたらすとともに、県内各町の看護師
不足の解消に寄与するものと大いに期待しております。
　つきましては、聖カタリナ大学に看護学科が設置されることを切に要望いたしますので、その設置認可にあたり、格別のご高配を
賜りますようお願い申し上げます。
　　平成28年１月29日
	 愛媛県町村会長　　上　村　俊　之　

●四国への新幹線の導入に向けた要望

　全国各地で高速鉄道ネットワークの整備が着々と進む中、「四国新幹線」及び「四国横断新幹線」は依然として基本計画のまま取り残さ
れていることから、四国の新幹線の基本計画から整備計画への格上げに向けて必要な調査を実施するよう愛媛県鉄道高速化促進期成同盟
会が中心となり、愛媛県市長会、本会及び経済団体等16団体の代表者が、国土交通省等へ要望を行った。
　なお、本会からは佐川副会長が参加した。

四国への新幹線の導入について
　昨年₃月に北陸新幹線の長野～金沢間が、今年₃月には北海道新幹線の新青森～新函館北斗間が開業するなど、全国各地で高速鉄
道ネットワークの整備が着々と進む中、「四国新幹線」及び「四国横断新幹線」は依然として基本計画のまま取り残され、四国だけが
新幹線の空白地帯となっております。
　しかしながら、平成26年₄月には、四国の鉄道高速化検討準備会が実施した「四国における鉄道の抜本的高速化に関する基礎調査」
において、「地域・経済活性化及び災害に強い鉄道網の形成による安全確保等の観点から、四国におけるフル規格新幹線整備に妥当性
がある」との調査結果が公表されているほか、今年₃月に決定された「四国圏広域地方計画」では、四国の新幹線についての記述が
盛り込まれ、鉄道の抜本的高速化が検討課題とされたところです。
　愛媛県を含む四国₄県が一体となり、自立的発展を遂げつつ他の広域ブロックとの連携を強化するため、また、巨大災害に備えて
西日本における高速鉄道ネットワークの代替性を確保するためには、四国への新幹線導入が不可欠であり、四国の新幹線の整備計画
への格上げに強く期待を寄せているところであります。
　新幹線の導入等による抜本的高速化が実現すれば、対本州や四国内のアクセスが飛躍的に向上し、高齢者等の交通弱者も安心して
気軽に外出することが可能になるなど利便性が大いに高まるとともに、本県や四国全体のイメージアップにつながり、ビジネス・観
光、文化等多様な分野での交流促進に多大な効果が見込まれます。
　つきましては、四国の新幹線の基本計画から整備計画への格上げに向けて、必要な調査の実施を要望します。
　　平成28年₅月20日
	 愛媛県鉄道高速化促進期成同盟会長　　野　志　克　仁　
	 愛媛県市長会長　　　　　　　　　　　青　野　　　勝　
	 愛媛県町村会長　　　　　　　　　　　上　村　俊　之　
	 他経済関係13団体　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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●平成29年度国の施策等に関する提案・要望

　平成29年度政府予算の編成及び政策の決定に当たり、県並びに市町の発展にとって重要不可欠な提案・要望（項目のみ抜粋）を重点施
策として取りまとめ、本会及び愛媛県、愛媛県市長会との連名により、国に対し面談により要望を行った。

平成29年度国の施策等に関する提案・要望

　愛媛県並びに県内市町の行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り、深く感謝申し上げます。
　国におかれては、経済再生と財政再建を両立すべく、現役世代の安心も確保する社会保障制度の実現による「介護離職ゼロ」、人口
減少問題に立ち向かう「希望出生率一・八」、成長と分配の好循環を創り上げる「戦後最大のＧＤＰ六百兆円」といった明確な目標を
掲げ、「一億総活躍」に向けて真正面から取り組まれております。
　本県においても、自らの未来を自らの創意工夫で切り拓くため、県と市町が連携した「オール愛媛」の体制で共通する政策課題等
に取り組んでおり、南海トラフ巨大地震等に備えた「防災・減災対策」に最優先で取り組むとともに、県内への移住・定住の促進や
結婚・子育て支援の強化による「人口減少対策」と、産業の担い手育成、農林水産業の体質強化や交流人口増加による「地域経済の
活性化」を重点的に推進しているほか、平成29年₉月の「えひめ国体・えひめ大会」に向けた開催準備の推進、地域医療・福祉の充
実など当面する重要課題への対応を加速させているところであります。
　このような中でそれぞれの地域が持つ多種多様な自然、そこに暮らす人の営み、風習や伝統文化を大切にしながら、魅力ある地方
を創生していくためには、必要な財源の確保はもとより、地域経済の活性化や防災・減災対策に不可欠な社会資本の整備、地域の実
情に即した施策を推進するための各種制度の創設や見直しなど、これまで以上に強力な国の御支援が不可欠であります。
　つきましては、本県の現状や課題を踏まえ、県並びに市町の発展にとって重要不可欠な提案・要望項目を重点施策として取りまと
めましたので、平成29年度政府予算の編成及び政策の決定に当たり、格別の御理解、御配慮を賜りますようお願い申し上げます。
　　平成28年₅月30日・31日
	 愛媛県知事　　　　中　村　時　広　
	 愛媛県市長会長　　青　野　　　勝　
	 愛媛県町村会長　　上　村　俊　之　
《最重点項目》
　₁　地方税財源の充実・強化について
　₂　公共施設等の耐震化等の促進について
　　〔₁〕学校施設の耐震化の促進
　　〔₂〕松山空港の耐震化の促進
　　〔₃〕水道施設の耐震化の促進
　　〔₄〕医療施設の耐震化等の促進
　　〔₅〕住宅の耐震化の促進
　　〔₆〕警察施設の耐震化の促進
　₃　地方創生の実現に向けた実効性のある支援について
　₄　鉄道・バス・フェリー等公共交通機関の維持・活性化対策について
　₅　四国への新幹線の導入について
　₆　四国遍路の世界遺産暫定一覧表への記載について
　₇　防災・減災対策の総合的な推進について
　₈　南海トラフ巨大地震対策の推進について
　₉　伊方発電所の安全対策の強化等について
　10　原子力防災対策の充実・強化について
　11　ドクターヘリの運航に対する支援等について
　12　地域の実情に応じた地域医療介護総合確保基金の見直しについて
　13　医師確保対策について
　14　地域中小企業応援ファンド及び農商工連携型地域中小企業応援ファンドの継続について
　15　東京オリンピック・パラリンピックを契機とした外国人観光客の地方への誘客促進について
　16　炭素繊維等高機能素材を活用した産業創出への支援について
　17　農林水産物の輸出促進及び国際競争力強化について
　18　強いえひめ農業を支える「国営道前道後用水地区」をはじめとする基盤整備の推進について
　19　果樹経営支援対策の充実・強化について
　20　ＣＬＴ製造拠点整備と公共建築物等への普及について
　21　森林認証制度の普及促進について
　22　地域安全・安心のための社会資本整備の促進について
　　〔₁〕防災・減災対策の推進
　　〔₂〕戦略的な維持管理・更新の推進
　23　高規格幹線道路等の整備促進について
　　〔₁〕高速道路ネットワークの「₃つのミッシングリンク」の早期解消
　　〔₂〕愛顔つなぐえひめ国体及び地方創生を見据えた高速道路ネットワークの整備・利便性等の向上
　24　離島架橋事業（岩城橋）の推進について
　25　ＪＲ松山駅付近連続立体交差事業等の整備促進について
　26　肱川の安全安心の確保と清流の復活について
　27　東予港、松山港など主要港湾の整備促進について
　28　えひめ国体・えひめ大会の開催に向けた支援について
　29　愛媛大学の地域産業イノベーションを創出する機能の強化に関する支援について
　　〔₁〕新規養殖マグロ類「スマ」の次世代型育種システムの確立と社会実装
　　〔₂〕セルロースナノファイバーの実用化に向けた産学官連携拠点の構築
《重点項目》
　30　地方分権改革の推進について
　31　高等学校等就学支援金の加算の拡充等について
　32　新たな情報セキュリティ対策の抜本的強化に対する支援制度の創設について
　33　松山空港の進入管制空域の返還について
　34　松山空港のCIQ体制の充実・強化について
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　35　女性活躍を推進する取組の充実・強化について
　36　地方消費者行政の充実・強化について
　37　低炭素社会の実現に向けた対策の支援について
　38　介護の質を適切に評価した介護報酬の見直しについて
　39　電力需給安定化及び電気料金の値上げの影響緩和対策等の実施について
　40　新エネルギーの導入促進などエネルギーのベストミックスの実現について
　41　エネルギー対策特別会計関連交付金の充実強化について
　42　南海トラフ地震に対応した海岸保全施設の整備促進について
　43　主伐・再造林対策等の森林整備の推進について
　44　漁業における担い手確保対策の強化について
　45　畜産農家の経営安定対策の強化について
　46　地域の実情に応じた農地の集積・集約化について
　47　鳥獣被害防止対策の強化について
　48　地域の強みを生かす水田農業支援施策の充実・強化について
　49　山地災害対策に係る木製ダム整備の推進について
　50　中山間地域等直接支払制度の充実・強化について
　51　高速道路料金の新制度の導入及び瀬戸内しまなみ海道自転車通行料金の恒久的な無料化について
　52　土砂災害対策の推進について
　53　治水事業の着実な推進について
　54　公立学校施設整備事業における予算単価の引上げについて
　55　警察基盤の強化について

●愛媛県内自治体の医師確保対策等の推進に関する要望

　こんにち、地方の医師不足や医師偏在が顕著となっており、県内の自治体は安全で安心できる医師の確保に苦慮している。
　とくに愛媛県は、四国山地の中山間地や島嶼部が多く散在し、限界集落など過疎地域が多く、医師不足は集落の存続にも関わっている。
　そこで、本会では、県内自治体の医師不足を解消し、住民が適切な医療を享受できるような医療提供体制を確保するため、関東県人会
のお力添えを願いたいと要望した。

愛媛県内自治体の医師確保対策等の推進に関する要望書

　時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素から愛媛県内自治体の業務各般に格別のご理解とご協力を賜っておりますことに心からお礼申し上げます。
　さて、関東愛媛県人会は、東京を中心とする関東エリアに住む愛媛県人にとって、なくてはならない組織であり、今後ともふるさ
と愛媛と関東をつなぐ架け橋としてご活躍いただきますようお願い申し上げます。
　ところで、こんにち、地方の医師不足や医師偏在が顕著となっており、県内自治体では安全で安心できる医療の確保に苦慮してお
ります。
　とくに、ご承知のように本県は、四国山地の中山間地や島嶼部が多数散在し、限界集落をはじめとする過疎地域の多いことが特徴
で、無医地区ではさらに人口が減少し、医師不足は集落の存続にも深く関わっています。
　こうした状況にあって、医師不足等を解消し、地域における医療提供体制を確保することが喫緊の課題となっており、愛媛県町村
会では、県下₉町の総意として、この問題に懸命に取り組んでいるところです。
　つきましては、県内自治体の医師不足を解消し、地方における医師確保をはじめ、住民が適切な医療を享受できるよう医療提供体
制を確保するため、医療制度に造詣と経験の深い貴台にお力添えを願いたく、格別のご高配を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ながら、関東愛媛県人会のますますのご発展を祈念いたします。
　　平成28年₇月₇日
	 　愛媛県町村会長　　上　村　俊　之　

●「愛媛地方税滞納整理機構」への支援に関する要望

　この要望は、「愛媛地方税滞納整理機構」に対する補助金、県職員の派遣について、引き続き県・市町が連携して、市町税・個人県民税
等の徴収率向上に万全を期さなければならない。
　そこで、同機構を安定して運営するためには、県からの補助金及び管理職員の派遣は欠かせないことから、本会及び県市長会との連名
により、県知事等に対し面談等により要望を行った。

「愛媛地方税滞納整理機構」への支援に関する要望書

　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素は、県内の地方自治の振興発展に格別のご尽力を賜っておりますことを心から厚くお礼申し上げます。
　さて、愛媛地方税滞納整理機構は、県内全市町で構成する一部事務組合として、平成18年₄月１日に設立されました。
　以来、今日まで県ご当局の積極的な支援等によって市町税・個人県民税等の徴収に多大の成果を上げており、とくに機構設立後の
効果額としては過去10年間で128億₅千₅百万円余に及ぶとともに、完納件数、完納率及び徴収率ともに高い水準で順調に推移するな
ど、税の公平性の確保と財政難に苦慮する県内市町の財政健全化に大きく寄与しております。
　しかしながら、依然として市町税・個人県民税等の滞納額は多額であり、この解消を図るとともに、納税環境を整備するためには
機構の存続が不可欠であります。
　つきましては、引き続き県と市町が連携して徴収率の向上に万全を期すため、次年度以降も県の補助金及び管理職員の派遣につい
てご支援くださいますよう、愛媛県市長会、愛媛県町村会の総意により強く要望します。
　　平成28年11月10日
	 　愛媛県市長会長　　青　野　　　勝　
	 　愛媛県町村会長　　上　村　俊　之　
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農
林
水
産
省
で
は
、
入
省
2
年
目
の
職

員
を
対
象
に
、
一
ヶ
月
間
農
家
に
住
み
込

み
で
、
農
業
を
実
際
に
体
験
す
る
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
平
成
28
年
10
月
3

日
か
ら
11
月
1
日
ま
で
の
間
、
愛
媛
県
西

宇
和
郡
伊
方
町
に
あ
る
、
柑
橘
の
生
産
・

販
売
を
行
う
「
農
業
生
産
法
人　

株
式
会

社
ニ
ュ
ウ
ズ
」
で
研
修
を
受
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
大
学
時
代
ま
で
を

東
北
地
方
で
過
ご
し
て
お
り
、
柑
橘
の
生

産
現
場
を
目
に
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た

め
、
ど
の
よ
う
な
現
場
で
柑
橘
が
生
産
さ

れ
て
い
る
の
か
、
実
際
に
作
業
し
て
経
験

で
き
る
と
て
も
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

　

研
修
先
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

た
㈱
ニ
ュ
ウ
ズ
は
、
一
年
を
通
し
て
柑
橘

の
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、生
産
か
ら
出
荷
・

販
売
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
耕

作
面
積
は
15	

ha
と
広
大
で
、
温
州
み
か
ん

や
い
よ
か
ん
、
ぽ
ん
か
ん
な
ど
を
始
め
、

多
く
の
種
類
の
柑
橘
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
青
果
物
の
販
売
の
ほ
か
、
園
地
で
収

穫
さ
れ
た
柑
橘
を
原
料
と
し
た
ジ
ュ
ー
ス

や
ゼ
リ
ー
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
な
ど
の
加
工

品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
業
員

の
平
均
年
齢
は
約
29
歳
と
、
男
女
問
わ
ず

若
い
世
代
が
多
く
活
躍
し
て
い
る
会
社
で

す
。
ま
た
、
柑
橘
の
輸
出
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、3
年
前
に
台
湾
に
現
地
法
人「
台

湾
愛
媛
柑
仔
有
限
公
司
」
を
設
立
し
て
い

ま
す
。

　

研
修
で
は
主
に
極
早
生
み
か
ん
の
収
穫

を
行
い
、
そ
の
他
に
、
果
実
を
寒
さ
か
ら

守
る
た
め
の
サ
ン
テ
か
け
や
、
ハ
ウ
ス
の

ビ
ニ
ー
ル
張
り
な
ど
の
作
業
を
し
ま
し

た
。
園
地
は
、
斜
面
に
作
ら
れ
た
段
々
畑

に
な
っ
て
い
ま
す
。
園
地
に
よ
っ
て
は
か

な
り
の
急
斜
面
で
み
か
ん
が
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
足
場
を
確
保
す
る
だ
け
で
も
精
一

杯
で
し
た
。
同
時
に
、
み
か
ん
に
傷
が
つ

か
な
い
よ
う
、
収
穫
の
際
に
軸
が
残
ら
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
な
ど
、
気
を
配
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
中

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
コ
ン
テ
ナ
数
の
み
か

ん
を
収
穫
で
き
て
い
る
か
、
常
に
確
認
し

合
い
な
が
ら
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
作
業
状

況
を
把
握
し
、
効
率
よ
く
作
業
を
進
め
よ

う
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
て
い
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
収
穫
を
し
て
い
る
と
、
樹

の
低
い
位
置
に
成
っ
て
い
る
み
か
ん
が
鳥

獣
に
食
べ
ら
れ
た
跡
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
被
害
は
イ
ノ
シ
シ
や

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
鳥
獣
に
よ
る
も
の

で
、
金
額
に
出
る
ほ
ど
深
刻
な
も
の
だ
と

い
い
ま
す
。
罠
を
仕
掛
け
て
も
壊
さ
れ
て

し
ま
っ
た
り
と
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
農

家
が
多
い
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
収

穫
し
た
み
か
ん
は
コ
ン
テ
ナ
に
移
し
、
荷

出
し
の
役
目
を
す
る
人
が
ト
ラ
ッ
ク
に
積

ん
で
い
き
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
は
、
モ

ノ
ラ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
運
搬
機
を
使
っ
て

運
ん
で
い
き
ま
す
が
、
20
㎏
も
の
重
さ
の

コ
ン
テ
ナ
を
モ
ノ
ラ
ッ
ク
ま
で
運
ぶ
の

も
、
こ
の
斜
面
で
は
か
な
り
の
重
労
働
だ

ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
作
業
を

す
る
に
は
大
変
な
環
境
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
園
地
か
ら
は
佐
田
岬
半
島
や
宇
和
海

に
浮
か
ぶ
島
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
み

か
ん
畑
と
併
せ
て
見
ら
れ
る
景
色
は
本
当

に
美
し
く
、
い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
風
景

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
期
間
中
に
は
、
伊
方
町
の

行
事
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
10
月
15
、
16
日
に
行
わ
れ
た
秋
ま
つ

り
で
は
、
唐
獅
子
や
五
つ
鹿
な
ど
の
各
地

区
の
練
り
が
各
家
庭
を
一
軒
ず
つ
周
り
、

家
内
安
全
な
ど
を
祈
願
し
ま
す
。
こ
の
ま

つ
り
に
は
、
み
か
ん
の
生
産
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
時
期
を
前
に
、
繁
忙
期
を
乗
り
越

え
無
事
に
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う

に
、
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
世
代
を
問
わ
ず
伝
統
が
受
け
継

が
れ
て
い
る
様
子
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た

が
、
練
り
の
踊
り
手
と
な
る
人
々
が
減
少

し
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
伝

統
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

人
々
が
昔
か
ら
の
思
い
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
、
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
柑
橘
生
産
を
通
し
て
こ
の

地
域
の
人
々
は
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
地
域
に
伝
わ
る

伝
統
も
、
美
し
く
広
が
る
風
景
も
、
柑
橘

生
産
と
と
も
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
農
業

が
地
域
に
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

糧
と
し
、
今
後
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
研
修
に
際
し
て

お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
、結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

﹁
伊
方
町
で
の
農
村
研
修
を
終
え
て
﹂

　
　
　

農
林
水
産
省 

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局

�

研
究
企
画
課　

保
　
科
　
絢
　
子

随想随想随想
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各町の伝統行事！

い
か
ざ
き
大
凧
合
戦

●
場
所
／
内
子
町
五
十
崎 

豊
秋
河
原

●
実
施
時
期
／
5
月
5
日
（
雨
天
時
は
延
期
）

内
子
笹
ま
つ
り

●
場
所
／
内
子
町
内
子 

本
町
商
店
街

●
実
施
時
期
／
8
月
6
・
7
日

小
田
燈
籠
ま
つ
り

●
場
所
／
内
子
町
寺
村 

寺
村
商
店
街
付
近

●
実
施
時
期
／
7
月
30
日

【
概
　
要
】

　
い
か
ざ
き
大
凧
合
戦
は
約
4
0
0
年
の
歴
史
を
持
っ

た
、内
子
町
最
大
の
伝
承
行
事
で
す
。小
田
川
を
は
さ
ん

で
、
約
5
0
0
統
の
大
凧
が
空
中
に
舞
い
上
が
る
様
子

に
見
物
客
は
大
喜
び
！
凧
に
仕
込
ん
だ
「
ガ
ガ
リ
」
と

呼
ば
れ
る
刃
物
で
相
手
の
糸
を
切
り
あ
う
勇
壮
な
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
毎
年
5
月
5
に
行
わ
れ
る
こ

の
行
事
は
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
概
　
要
】

　
約
70
本
の
笹
飾
り
が
約
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
商
店
街

を
彩
る
夏
の
恒
例
行
事
。
一
抱
え
以
上
も
あ
る
く
す
玉

や
、
わ
っ
か
、吹
き
流
し
が
装
飾
さ
れ
た
笹
飾
り
は
訪
れ

た
人
々
に
華
や
か
な
雰
囲
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
開

催
さ
れ
る
2
日
間
は
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
祭
り
の
2

日
目
の
夜
は
「
笹
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
、
豪

華
な
笹
飾
り
の
下
を
練
り
歩
き
、
お
祭
り
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
他
に
も
相
撲
大
会
や
町
並
み
撮
影
会
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。「
愛
媛
の
ま
つ
り
五
十
選
」
に
選

ば
れ
、
毎
年
約
2
万
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。

【
概
　
要
】

　
寺
村
山
の
神
火
祭
り
は
六
角
山
の
下
に
幻
想
的
に
浮

か
び
上
が
る
「
山
ノ
神
」
の
火
文
字
と
「
オ
ヒ
カ
リ
」
と

呼
ば
れ
る
約
5
0
0
0
の
灯
り
が
灯
さ
れ
ま
す
。
文
政

6
年
（
1
8
2
3
年
）
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
、山
の
幸

と
秋
の
豊
作
を
祈
る
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
山

里
に
轟
く
打
ち
上
げ
花
火
は
夜
空
を
美
し
く
彩
り
、
夏

の
思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
商
店
街
に
は
数
多
く

の
夜
店
が
軒
を
連
ね
、
喜
鼓
里
太
鼓
、
ラ
イ
ブ
演
奏
な

ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催

さ
れ
る
の
で
、
気
軽
に
応
募
し
て
み
て
は
。

内 子 町
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各町の伝統行事！

佐
田
岬
マ
ラ
ソ
ン
大
会

●
場
所
／
瀬
戸
中
学
校
出
発

●
実
施
時
期
／
11
月
13
日
㈰

き
な
は
い
や
伊
方
ま
つ
り

●
場
所
／
伊
方
町
湊
浦

●
実
施
時
期
／
7
月
31
日
㈰

佐
田
岬
半
島
の
初
盆
行
事

●
場
所
／
伊
方
町
内

●
実
施
時
期
／
8
月
13
～
15
日
頃

【
概
　
要
】

　
日
本
で
一
番
細
く
て
長
い
佐
田
岬
半
島
を
走
る
マ
ラ

ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
。

　
半
島
の
宇
和
海
側
が
コ
ー
ス
で
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多

く
厳
し
い
が
、
宇
和
海
を
一
望
で
き
遠
く
九
州
も
見
渡

せ
る
風
光
明
媚
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
。

　
出
発
地
点
の
瀬
戸
中
学
校
で
は
、
ち
り
め
ん
丼
や
伊

勢
え
び
の
お
味
噌
汁
、
柑
橘
な
ど
地
元
特
産
品
な
ど
を

販
売
し
て
い
る
。

【
概
　
要
】

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
町
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
。

　
地
元
の
特
産
品
な
ど
を
販
売
す
る
き
な
は
い
や
市
場

や
子
ど
も
す
も
う
伊
方
場
所
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

活
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
伊
方
お
ど
り
な
ど
多
彩
な
催
し

が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
は
約
5
0
0
0
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

【
概
　
要
】

　
伊
方
町
内
の
多
彩
な
お
盆
の
行
事
は
、「
佐
田
岬
半
島

の
初
盆
行
事
」
と
い
う
名
称
で
国
の
「
記
録
作
成
等
の

措
置
を
講
ず
べ
き
無
形

の
民
俗
文
化
財
」
に
選

択
さ
れ
て
お
り
、
一
部

の
行
事
は
映
像
記
録
が

作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
九
町
地
区
の
盆
踊
り

「
き
そ
ん（
節
）」（
町
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
）

や
、瀬
戸
地
域（
大
江
、

川
之
浜
、
大
久
）の「
お

し
ょ
ろ
舟
」、川
之
浜
地

区
の
「
な
っ
ぽ
い
ど
」、

松
地
区
の
「
モ
ウ
ナ
」

な
ど
が
あ
る
。

伊 方 町

▲おしょろ舟

モウナ（松）▶

【コース】
ハーフマラソン（21.097㎞）
クォーターマラソン（10.548㎞）
デシマラソン（4.219㎞）
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12
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政

委
員
会

▽
6
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
・
都

道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
、
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議
、
四
国
一
周
サ
イ

ク
リ
ン
グ
情
報
発
信
事
業
委
託
企
画
提

案
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
会

▽
9
日
＝
共
済
基
準
額
見
直
し
に
係
る
説

明
会
、
第
36
回
障
が
い
者
福
祉
推
進
愛

媛
県
大
会

▽
11
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
新

規
採
用
職
員
第
2
次
選
考
試
験
、
愛
媛

県
町
村
会
第
2
回
正
副
会
長
会
、
職
員

採
用
面
接
試
験

▽
12
日
＝
中
国
・
四
国
地
区
退
職
手
当
組

合
事
務
連
絡
会

▽
13
日
＝
第
2
回
愛
媛
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

運
航
調
整
委
員
会
、
平
成
28
年
度
「
固

定
資
産
税
家
屋
（
非
木
造
）
評
価
実
務

研
修
会
」

▽
14
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会

議
▽
15
日
＝
愛
媛
県
自
転
車
新
文
化
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
16
日
＝
自
治
会
館
共
同
管
理
組
合
打
合

会
▽
19
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議

会
臨
時
会

▽
22
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
及

び
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
業
務

▽
24
日
＝
白
石
元
会
長
の
旭
日
小
綬
賞
受

賞
に
対
す
る
祝
賀
会
な
ら
び
に
退
任
町

長
の
慰
労
会

編
集
後
記

　

年
の
瀬
を
迎
え
、
本
号
で
は
、
こ
の
1

年
の
愛
媛
県
町
村
会
の
要
望
活
動
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
ど
の
要

望
も
重
要
な
も
の
で
す
。

　

来
年
も
引
き
続
き
町
の
振
興
・
発
展
に

繋
が
る
要
望
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
か
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇

　

上
の
一
筆
に
あ
る
よ
う
に
、
今
年
も
い

ろ
ん
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

暗
い
話
題
が
多
い
中
で
、
な
ん
と
い
っ

て
も
リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
勢

の
大
活
躍
は
、
明
る
い
話
題
と
し
て
特
筆

す
べ
き
も
の
で
す
ね
。
わ
け
て
も
個
人
的

に
最
も
興
奮
し
た
の
が
男
子
4
0
0
㍍
リ

レ
ー
。
一
人
ひ
と
り
の
タ
イ
ム
で
は
メ
ダ

ル
に
及
ば
な
い
レ
ー
ス
を
、
バ
ト
ン
パ
ス

の
妙
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と
に
、

知
恵
と
工
夫
と
努
力
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

◇

　

来
年
は
、「
え
ひ
め
国
体
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
県
内
各
地
の
受
け
入
れ
準
備
が
、

い
ま
最
終
段
階
に
入
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
本
号
の
巻
頭
の
写
真
は
、
ホ
ッ

ケ
ー
の
種
目
を
受
け
入
れ
た
松
前
町
の

「
松
前
町
ホ
ッ
ケ
ー
公
園
ホ
ッ
ケ
ー
場
」で

す
。
鮮
や
か
な
ピ
ッ
チ
の
色
ブ
ル
ー
が
映

え
て
い
ま
す
ね
。
愛
媛
県
選
手
の
活
躍
に

期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。◇

　

平
成
28
年
が
、
も
う
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
。

僕
は
毎
年
、
年
賀
状
に
こ
う
書
い
て
い
ま

す
。「
昔
も
今
も
こ
れ
か
ら
も
、周
り
の
人

が
頼
り
で
す
」。独
り
で
は
な
に
も
で
き
ま

せ
ん
。
明
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
！

　　
　

こ
の
一
年
の
時

　

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
師
走
も
月
末
に

な
る
と
大
方
の
人
が
過
ぎ
行
く
時
間
の
早

さ
を
感
じ
る
。
ま
た
、
一
生
の
中
で
長
・

短
感
じ
る
こ
の
一
年
と
云
う
時
間
帯
。
各

人
に
は
、
良
し
悪
し
に
つ
け
運
命
の
さ
だ

め
か
ら
逃
れ
る
術
も
な
く
い
ろ
ん
な
出
来

事
が
あ
っ
た
。
翻
弄
さ
れ
ず
と
も
そ
の
一

年
の
時
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

現
代
は
、
国
・
地
域
、
民
族
、
宗
教
ら

に
関
係
な
く
全
て
の
も
の
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
で
あ
る
。
観
点
に
異
論
は
あ
ろ
う
け
れ

ど
も
、
特
に
生
活
基
盤
で
あ
る
経
済
の
成

否
は
、
国
民（
人
々
）の
貧
困
か
裕
福
か
に

直
接
関
わ
る
も
の
と
な
る
。
そ
の
支
柱
は
、

政
治
の
安
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
一
年
、
諸
外
国
で
は
先
の
見
え
な

い
地
域
の
内
戦
・
紛
争
、
難
民
、
貧
富
格

差
の
増
大
な
ど
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
問

題
は
極
め
て
深
刻
と
な
っ
た
。
ま
た
、
英

国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
。
欧
州
に
お
け
る
一
連
の

テ
ロ
発
生
と
難
民
流
入
。
ク
リ
ミ
ヤ
に
係

る
ロ
シ
ア
と
欧
州
の
関
係
。
中
東
地
域
の

内
戦
・
紛
争
、
ア
フ
リ
カ
内
の
民
族
地
域

紛
争
。
赤
い
舌
に
係
る
国
際
仲
裁
裁
定
へ

の
『
紙
屑
』
反
論
。
ア
メ
リ
カ
の
次
期
大

統
領
選
挙
。韓
国
大
統
領
の
弾
劾
裁
判
。核

兵
器
に
猛
進
の
よ
う
な
北
朝
鮮
の
行
動

等
々
枚
挙
に
遑
が
な
い
展
開
の
一
年
。
た

だ
一
時
で
は
あ
る
が
世
界
が
一
つ
に
な
っ

た
祭
典
、
リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ド
ー
ピ
ン
グ
事
件
が
燻
っ

た
。こ
れ
ら
世
界
の
一
連
の
出
来
事
は
、何

れ
も
来
年
に
引
き
継
が
れ
て
行
く
。

　

国
民
性
も
あ
ろ
う
が
、
わ
が
国
は
こ
の

一
年
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
？
。
長
寿
の
慶

び
を
か
み
し
め
つ
つ
、
超
少
子
・
超
高
齢

化
社
会
に
未
来
予
測
の
不
安
を
感
じ
る
。

さ
ら
に
地
震
は
じ
め
自
然
災
害
の
脅
威
。

経
済
の
不
安
定
は
グ
ロ
ー
バ
ル
の
中
に
あ

り
、
時
下
は
円
安
・
株
高
に
あ
る
が
、
来

年
以
降
さ
ら
に
い
ろ
ん
な
新
要
素
が
入
り

混
じ
る
で
あ
ろ
う
。『
神
っ
て
い
る
』は
通

用
し
な
い
厳
し
い
現
実
が
待
っ
て
い
る
。

　

今
年
、
唯
一
の
不
交
付
団
体
で
あ
り
、
地

方
自
治
体
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
の
首
都
は
、

『
せ
こ
い
』
か
ら
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
と
し
て

大
き
な
動
き
、
社
会
の
話
題
を
独
り
占

め
？
し
た
。
ま
た
社
会
は
、
猟
奇
事
件
、
ス

ト
ー
カ
ー
に
係
る
事
件
、
常
識
・
倫
理
離
れ

の
事
件
が
多
発
の
年
で
も
あ
っ
た
。方
や
拉

致
問
題
は
、40
年
経
と
う
と
し
て
い
る
が
未

だ
解
決
の
糸
口
も
見
え
な
い
。
来
年
は
、
拉

致
事
件
解
決
の
た
め
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
に

熱
中
す
る
く
ら
い
国
民
皆
が
一
体
と
な
り
、

あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
行
使
す
る
よ
う
新
手

法
展
開
を
関
係
者
に
も
臨
み
た
い
。

　

さ
て
、新
年
度
予
算
編
成
で
あ
る
が
、何

を
お
い
て
も
未
来
社
会
の
安
定
構
築
の
た

め
、
ま
ず
「
貧
富
の
格
差
」
増
大
に
よ
る

「
教
育
格
差
」が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
未
然

の
対
処
を
臨
み
た
い
。
今
、
か
つ
て
の
我

が
国
の
発
展
を
手
本
と
し
て
来
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
「
人
材
こ
そ
資
源
」「
教
育
立

国
」、
こ
れ
か
ら
は
、我
が
国
が
逆
に
手
本

と
し
て
実
践
す
べ
き
時
で
あ
ろ
う
。
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「
人
間
は
、
重
要
な
事
を
決
し
て
充
分

　

じ
っ
く
り
考
え
な
い
」
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ド
イ
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の
詩
人
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